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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積さ

れ，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

 教育活動の実態を示す資料として，各授業科目の毎年のシラバス・使用教科書一覧，試験問題・模範

解答・最高点答案・ボーダライン答案・レポート・製図，成績評価シート・進捗度チェックシート等の

答案資料や卒業・修了・進級資料等があり，学生課で保存している（資料９－１－①－１）。これらの収

集したデータは，FD委員会がチェックしている（資料９－１－①－２）。個々の学生の成績に関する資料

は，教員が高専総合管理システムを通して閲覧することができる（資料９－１－①－３）。 

本校の教育改善活動においてその中心的な役割を果たす組織として，以下の四つの組織があり，互い

に連携して教育の質の向上と改善を行っている (資料９－１－①－４)。 

１）FD委員会(資料９－１－①－５) 

２）評価・改善委員会(資料９－１－①－６) 

３）教務委員会(資料９－１－①－７) 

４）専攻科委員会(資料９－１－①－８) 

 FD委員会は各種資料，データの収集・整理を行っており，評価・改善委員会はFD委員会が提言した報

告書に基づき教育内容の評価・改善を行い，教務委員会（準学士課程関係）または専攻科委員会（専攻

科課程関係）に教育の質の向上及び改善策を提言する。教務委員会または専攻科委員会はその教育の質

の向上及び改善策に基づき教育目標・計画を立案し実施する。 
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資料９－１－①－１ 

学業成績評価に係る資料の保存について（申合せ改訂） 

教務委員会 

制 定 平成18 年4 月27 日 

最終改正 平成23 年10 月1 日 

1．保存の目的 

（1）教育の水準を客観視し、教育の改善をはかる。 

（2）成績認定や合否判定の根拠を明示し、成績評価の公正さを立証する。 

2．保存する資料について 

本科（準学士課程）ならびに専攻科（学士課程）について保存する資料を以下に記す。 

（1）成績評価に用いた成績評価シートの評価項目（注1）の中から、評価割合（ウェイト）の高いものから

順に評価割合のトータルが70％以上になるものを選び、その資料を保存する。 

（注1）評価項目とは、シラバスに明記した定期試験、中間試験（注2）、小テスト、提出物（製図、レポー

ト等）、授業への取り組み等を指す。 

（注2）4〜5 年生において前期と後期の各中間に実施する試験は、「中間試験」と見なす。 

（2）追試験 追認試験 単立追認試験 特別指導前期再評価（注3）の答案の全て（コピー可）及び問題用紙、

模範解答を各一部保存する。この場合、試験の日時、合格点基準、学生への学習指導状況などを示した文書

（書式自由）を添付する。 

（注3） 

①追試験・・・・・・・・・病気、忌引、その他やむを得ない理由で受験できなかった者（本科全学年、専

攻科） 

②追認試験・・・・・・・・未修得科目があって進級した者（本科2〜3 年） 

③単位追認試験・・・・・・前年度において、未修得科目があって進級した者（本科4〜5 年） 

④特別指導前期再評価・・・通年科目の前期（または前期だけの科目）の成績が合格点まで達しなかった者

（本科全学年） 

(3) 本科の工場実習、ゼミ科目に関する資料の保存について工場実習については、実習先の評価書および実

習報告書を、ゼミ科目については工場見学報告書および卒研発表会聴講報告書を後述2.保存の方法(1)に基

づいて保存する。 

(4)卒業研究に関する資料の保存について 

概要集（各学科で作製したもの），卒業論文（各研究室で最高と最低の評価のもの），発表資料（ppt.のス

ライドを印刷したものを各研究室で最高と最低の評価のもの），研究ノート（全員）を保存する。また、製

作物を製作した場合は、写真で残す。 

(5) 専攻科のインターンシップ、長期インターンシップの資料の保存について実習先による評価書、実習報

告書、実習発表会発表資料の学生全員分。成績評価シートの取り纏めは専攻科長が行う。 

(6) 専攻科実験の資料の保存について 

レポートはテーマごとに担当教員が評価し成績を専攻主任に提出する。レポートの保存は、担当教員が全員

分を4 年間保存する。ただし、最高点のレポートと最低点のレポート（コピー可）は専攻主任に提出する。

専攻主任は、全員分の成績評価シートを作成し、保存レポートと出席表とともに学生課教務係に提出する。 
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資料９－１－①－１続き 

 

(7) 専攻科研究に関する資料の保存について 

指導教員は全ての学生の中間発表会前刷り、最終発表会前刷り、学会発表（講演論文集）前刷り、英文要旨、

研究ノート、専攻科研究論文を保存する（4 年間）。また、専攻科研究論文コピーを1 部専攻科長に提出す

る。専攻科長は専攻科研究の全体の成績評価シートを作成し、全員の専攻科研究論文コピーとともに学生課

教務係に提出する。 

3．保存方法 

（1）本科では、最優秀なもの１点及び合格ボーダーライン（「可」に相当する得点）の資料を全て保存す

る。合格ボーダーラインに該当するものがない場合には、合格ボーダーラインに近いものを4 点（学生数の

10％）程度保存する。専攻科では、全員分を保存する。 

（2）筆記試験については、問題用紙及び模範解答例を各一部保存する。ただし、問題用紙と答案が一体と

なっている場合は、問題用紙を提出する必要はない。 

（3）小テスト（小論文、作文等）を保存する場合については、上記(1),(2)に準じて小テス 

ト（小論文、作文等）の代表的なものを1 種類保存する。 

(4) 提出物（図面、レポート、製作物等）を保存する場合については、上記(1)に準じる。提出が複数回あ

る場合は、半数回以上のものを保存する。 

（5）保存資料のサイズは、製図など特別な場合を除き、必要に応じて縮小拡大し、A4判（片面、両面）と

する。また、A3 判の二つ折りも可とする。（コピー可） 

4．答案等と共に提出する資料 

(1) 成績評価シート 

様式となるエクセルファイルを高専総合管理システムよりダウンロードの上入力し，プリントアウトしたも

の。 

(2) 進捗度チェックシート， 

当該授業科目の進捗度を「シラバス入力WEB システム」に入力の上、プリントアウトしたもの。 

(3) 出席簿 

教員用当該授業科目の出席簿。 

※上記資料(1)〜(3)において、実験•実習など複数担当者がいる科目については、代表者が取り纏めたもの。 

5．提出先 

学生課教務係へ提出する。ただし、下記授業科目については、取り纏めの教員へ提出する。 

本科実験・実習科目：学科長または学科指名の教員 

工場実習、ゼミ科目、卒業研究：担任または学科長 

専攻科実験：専攻主任 

専攻科研究，インターンシップ，総合技術論：専攻科長 

6. 保存資料提出期限 

学年末最終木曜日__ 

 

 

（出典：教務委員会資料） 
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資料９－１－①－２ 

 

 

平成２４年度（後期） 

保存資料および提出資料チェックシート 

 

科目名： パワーエレクトロニクス           

学科・学年： 電気電子工学科    4 年  

担当者氏名： 江口 宇三郎         

 

 

■出席簿 

■進捗度シート 

■評価シート 

■解答例 

■保存答案 

□ 特別指導前期再評価資料 

  （後期開講科目のため該当しない） 

 

（出典：FD委員会資料） 
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資料９－１－①－３ 

平成24年度前期成績一覧(抜粋) 

成績一覧表 
                        

2012 電気電子工学科 第３学 前期末 学級担任 内山 潔    単位数 一般：19 専門：15 合計：34 
                

授業科目

名 
    歴史Ⅱ 

政治・経

済 
数学Ⅰ 数学Ⅱ 物理 

保健・体

育 
国語 英語Ⅰ 英語Ⅱ 情報処理 

電気磁気

学 
電気回路 

電気機器

Ⅰ 
電子工学 

電気電子

計 

電実験実

習 
総点 平均 

50 点未満科目

数 
席次 欠席時数 欠席日数 

忌引その他日

数 

                                                    

単位数     1 2 3 2 2 2 3 2 2 1 2 2 1 2 2 3               

    担当教員                 加田                                  

学生氏名     澤 祥 山内  茨木  田阪  鈴木  小野寺 有地  窪田  徳永  武市  保科  佐藤  森谷  内山  江口  神田                

1 青柳 伸   97 76 93 93 93 83 94 98 88 97 93 97 90 85 95 87 1459 91.2 0 1 0 0 0 

2 青山 史典   90 61 64 61 74 80 57 60 64 66 80 65 59 85 67 81 1114 69.6 0 21 0 0 0 

3 秋山 学   99 75 72 75 93 78 87 66 79 79 75 81 56 62 90 85 1252 78.3 0 10 0 0 0 

4 阿部 矩方   100 89 77 72 77 76 88 73 81 89 56 48* 62 69 82 83 1222 76.4 1 12 0 0 0 

5 有賀 智弘   96 66 79 72 71 78 61 79 72 76 60 82 54 59 75 83 1163 72.7 0 16 0 0 0 

6 五十嵐 大介   100 65 71 81 86 80 84 65 68 84 69 84 66 68 61 78 1210 75.6 0 13 5 0 7 

7 石川 順也   96 62 75 62 74 78 63 57 81 75 86 57 65 84 88 74 1177 73.6 0 15 0 0 0 

8 石川 福人   100 53 74 67 68 80 57 50 68 76 63 72 46* 55 71 79 1079 67.4 1 25 0 0 0 

9 石川 雄一朗   97 64 55 39* 65 74 78 46* 60 66 43* 59 54 62 60 79 1001 62.6 3 34 0 0 0 

10 伊藤 翔平   82 62 63 50 77 80 72 50 58 69 56 65 61 64 56 73 1038 64.9 0 30 2 0 0 

30 澤 郁恵   96 75 83 90 80 80 93 95 93 94 90 73 78 81 92 84 1389 86.8 0 2 0 0 0 

35 富樫 大河   99 56 67 45* 68 78 85 56 70 74 58 57 67 67 80 82 1131 70.7 0 19 0 0 0 

36 豊島 智大   100 69 62 60 79 77 73 63 67 60 38* 18* 34* 55 48* 83 908 56.8 6 38 2 0 0 

37 三浦 広嵩   100 69 69 57 75 84 71 55 74 81 39* 64 57 56 68 83 1075 67.2 1 26 0 0 0 

38 村上 健人   -- -- -- -- -- 76 78 43* 63 78 76 71 76 63 86 80 1193 74.6 1 14 0 0 0 

39 柳生 凌   97 67 72 60 76 80 81 72 77 88 76 77 67 88 97 80 1315 82.2 0 5 27 4 0 

平均点     93.8 67.2 71.6 63.6 76.9 78 93 62 84 80 55 93 79 74 80 78 1257 78.6 0 9 2 0 0 

総 点     3563 2553 2721 2417 2924 75 64 56 56 78 57 80 72 54 78 78 1119 69.9 0 20 8 0 0 

        
73 52 81 81 79 41* 49* 65 73 70 76 1056 66 3 28 0 0 0 

        76 79 68 68 61 58 70 42* 40* 64 78 1029 64.3 2 32 0 0 0 

        74 59 60 62 84 48* 59 57 70 75 83 1107 69.2 1 23 0 0 0 

        75 89 70 78 85 70 95 72 71 85 84 1280 80 0 8 2 0 0 

        80 52 57 56 60 53 59 40* 55 47* 82 949 59.3 2 36 0 0 0 

        78 70 58 66 66 43* 50 56 60 61 80 1051 65.7 1 29 0 0 0 

（出典：高専総合管理システム資料） 
77 82 81 75 84 71 65 89 66 86 78 1283 80.2 0 6 1 0 0 

80 89 83 89 90 91 88 77 62 84 82 1335 83.4 0 4 0 0 0 
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教務委員会、専攻科委員会（Plan） 

教育理念や目標・方針・手段に関する立案

と実施 

（カリキュラムの編成、シラバスの作成、

進級・卒業判定等および JABEE 教育プログ

ラムの管理・運営等） 

評価・改善委員会（Action） 

各種教育活動に対する改善 

（学内・学外からの評価結果に対する改

善案の提起および JABEE 教育プログラム

の改善等） 

資料９－１－①－４ 

 

教育改善活動諸委員会の関係(PDCA)  

教育関係の PDCA 概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 （出典：FD委員会資料） 

ＦＤ委員会（Check） 

各種教育活動についての点検評価 

（授業アンケート、授業参観、シラバスや答

案の点検、FD 啓蒙活動および JABEE 教育プロ

グラムの点検等） 

教員団（Do） 

学級、学年、学科、専攻科における教育

活動の実施 

（授業方法、成績評価、学習支援等） 

運営協議会（外部評価） 

学外委員による点検評価 

（教育研究、学生生活、地域連携、管理

運営等についての点検評価） 

学校長（Institutional Research） 

管理・運営のための査察、戦略計画の策定（各委員会活動およびサイクル全体の検証） 
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資料９－１－①－５ 

 

鶴岡工業高等専門学校FD委員会規程（抜粋） 

制 定 平成２４年２月２９日 

（趣旨） 

第１条 この規程は、鶴岡工業高等専門学校内部組織規程第１９条第３項の規定に基づき、ＦＤ委員

会（以下「委員会」という。）の組織及び運営等に関し、必要な事項を定める。 

（定義） 

第２条 この規程において、ＦＤとは、教員の職務能力を高め、本校教育の質的向上を目差す組織的

な活動をいう。 

（任務） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議し、実施する。 

一 教育目標、方針、手段及び教育環境の点検評価に関する事項。 

二 日本技術者教育認定機構（JABEE）によって認定された技術者教育プログラムの点検評価に関す

る事項。 

三 ＦＤに関する事項。 

四 その他委員会が必要と認める事項。 

 

附 則 

１ この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 鶴岡工業高等専門学校教育点検評価委員会（平成１８年６月８日制定）及び鶴岡工業高等専門学

校ＦＤ推進委員会（平成１５年３月３１日制定）は、廃止する。 

 

（出典：規程集） 
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資料９－１－①－６ 

 

鶴岡工業高等専門学校評価・改善委員会規程（抜粋） 

制 定 平成２４年２月２９日 

（趣旨） 

第１条 この規程は、鶴岡工業高等専門学校内部組織規程第１９条第３項の規定に基づき、評価・改

善委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営に関し、必要な事項を定める。 

（任務） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議し、実施する。 

一 独立行政法人国立高等専門学校機構の中期計画及び年度計画に基づく、本校の年度計画の策定、

実施状況のとりまとめ並びに評価及び改善に関すること。 

二 教育目標、方針、手段及び教育環境の改善に関すること。 

三 日本技術者教育認定機構（JABEE）によって認定された技術者教育プログラムの改善に関するこ

と。 

四 その他委員会が必要と認めること。 

 

（結果の公表等） 

第５条 委員会は、第２条第一号に掲げるものについて、結果を学内外に公表するものとする。ただ

し、公表にあたっては、将来構想・戦略会議並びに運営会議の審議を経るものとする。 

２ 第２条第二号及び第三号に掲げる事項に関する改善提案等並びに第四号に掲げる事項 

に関する評価結果や改善提案等については、当該事案を所掌する委員会等へ報告するものとする。 

 

附 則 

１ この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 

 

（出典：規程集） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準９ 

- 553 - 

資料９－１－①－７ 

 

鶴岡工業高等専門学校教務委員会規程（抜粋） 

制 定 平成１５年３月３１日 

（全部改正） 

最終改正 平成２４年２月２９日 

鶴岡工業高等専門学校教務委員会規程（昭和４４年４月１日制定）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この規程は、鶴岡工業高等専門学校内部組織規程第１９条第３項の規定に基づき、教務委員会

（以下「委員会」という。）の組織及び運営等に関し必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第２条 委員会は、次の名号に掲げる事項を審議する。 

一 教育目標、方針、手段及び教育環境の基本方針に関する事項 

二 教育課程に関する事項 

三 卒業、修了及び進級等に関する事項 

四 学校行事に関する事項 

五 授業時間割の編成に関する事項 

六 非常勤講師の授業担当に関する事項 

七 教務に関し、校長が諮問した事項 

八 その他教務に関し必要な事項 

 

附 則 

１ この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 鶴岡工業高等専門学校学科等横断的カリキュラム検討小委員会規程（平成１５年３月３１日制定）

及び鶴岡工業高等専門学校視聴覚教育小委員会規程（昭和５７年１１月１６日制定）は廃止する。 

 

（出典：規程集） 
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資料９－１－①－８ 

 

鶴岡工業高等専門学校専攻科委員会規程（抜粋） 

制 定 平成２５年２月１２日  

（趣旨）  

第１条 この規程は、鶴岡工業高等専門学校内部組織規程第１９条第３項の規定に基づき、専

攻科委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営等に関し、必要な事項を定める。  

（審議事項）  

第２条 委員会は、専攻科に関する次の各号に掲げる事項を審議する。  

一 教育目標、方針、手段及び教育環境の基本方針に関する事項  

二 教育課程に関する事項  

三 入学、修了等に関する事項  

四 学校行事に関する事項  

五 授業時間割の編成に関する事項  

六 非常勤講師の授業担当に関する事項  

七 教務に関し、校長が諮問した事項  

八 日本技術者教育認定機構（JABEE）によって認定された技術者教育プログラムの管理運営

に関する事項  

九 その他教務に関し必要な事項 

 

（出典：規程集） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教育活動の実態を示す教育資料を適切に収集・蓄積する体制が整備され，適切に保存されている。ま

た，これらのデータを基に教育の状況を評価，改善する組織も整備されている。 

以上により，教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積され， 

評価を適切に実施できる体制が整備されている。 
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観点９－１－②： 学校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行なわれており，それらの結果をも

とに教育の状況に関する自己点検・評価が，学校として策定した基準に基づいて，

適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

学生による教育評価として，「教育改善アンケート」及び「授業改善アンケート」を全学生に実施して

いる。FD委員会はアンケート結果の点検・評価を行い，教員及び評価・改善委員会にアンケート結果を

報告している。また，学生にもそれらのアンケート結果が掲示されている。授業担当教員は授業改善ア

ンケート結果から学生の意見の聴取を行っている(資料９－１－②－１～７)。 

教員による評価は，教員教育評価票により行われ，各教員が計画した教育・研究内容に対して，当該

年度末に本人がその評価を行う（資料９－１－②－８）。FD委員会はこの評価票の点検・評価を行い，教

員及び評価・改善委員会に評価結果を報告している（資料９－１－②－９）。 

授業参観研修会は，毎年１回授業参観の評価を教員同士で相互に行うものである（資料９－１－②－

10）。この研修会議事録はFD委員会がまとめ，評価・改善委員会に報告している(資料９－１－②－11)。 

 学外関係者の意見は JABEE，認証評価及び毎年開催される運営協議会から意見を聴取し，報告書として

公表している。（資料９－１－②－12～13）。 

保護者の意見・要望は，山形県内５箇所で開催される地区保護者会（資料９－１－②－14）及び毎年

２回行われる保護者懇談会（資料９－１－②－15）で聴取している。また，本校ウェブページ上に「意

見箱」を設置し，意見の聴取を行っており，これらの意見は担当部門に報告されている（資料９－１－

②－16～17）。 

 卒業生及び就職先企業に対しては，定期的にアンケートを実施している（資料９－１－②－18）。進学

先からの情報入手は進学先の学校説明会等を通して取り入れ，進学指導に役立てている（資料９－１－

②－19）。 
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資料９－１－②－１  

 

教育改善に関する学生用アンケート実施要項 

 

 

（出典：FD 委員会資料） 
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資料９－１－②－２ 

 

教育改善に関する学生用アンケート記載例 
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資料９－１－②－２続き 

 

（出展：FD委員会資料） 
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資料９－１－②－３ 

 

教育改善に関する学生用アンケート結果（抜粋） 
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資料９－１－②－３続き 
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資料９－１－②－３続き 

 

平成25年1月29日 

教員 各位 

 

教育改善に関する学生用アンケート：集計結果と提言 

 

FD委員会委員長 飯島政雄 

  

 全学生を対象に昨年11月に実施した標題のアンケートについて、集計結果を添付の通りまとめ

ました。今回の結果から、下記のような学習の実態を把握することができます。 

 ここにその課題を提言いたしますので、教育改善に向けてのご支援・ご協力をよろしくお願い

します。 

 

記 

 

実施期間：平成２４年１０月１８日（木）〜１１月５日（月） 
 

対象と集計：全学生を対象にクラス毎に実施し、本科と専攻科で結果を集計 
 

設問内容：授業アンケート、授業内容、学習支援、評価、自学自習、施設設備等についての計３

３問、５択式、無記名マークシート方式 

 
—————————— — ————————— — ——————————— — —————————— — —————————— 

 
 

結果に対する評価： 

【授業アンケート】 

 概ね授業アンケートを取っていることに理解を得ていると思われる。 
 

【授業内容、方法】 

 補習や補講を行っている授業は少ないが、工夫している授業もあり、満足して受講している学

生が多い。 
 

【学習支援】 

 資絡試験対策を望んでいる学生が多い。オフィスアワーの利用者が少ない。利用しようとして

も教員不在が多いようである。習熟度別授業についての要望も結構ある。 
 

【評価】 

 学生は、評価に関して妥当と判断している。試験の答案、レポートの返却率は８割以上である。

「学修の記録」は必要ないと答えた学生が多い。授業や評価に対する不平、不満、要望は友人・

先輩に相談している割合が高い。 
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資料９－１－②－３続き 

 

【自学自習、自己点検】 

全体的に一日当たりの学習時間が少ない。専攻科生でも半数以上が１時間以内である。学習の 

中心は、実験実習のレポート作成を行っている割合が高い。ただ、専攻科生の場合には資格試験

（ＴＯＥＩＣ？）のための受験勉強もかなり行っている。本科生ではわからないことはほとんど

が、友人・先輩に相談している。一方、専攻科生では自分で調べる方が多い。 
 

 

【施設・設備について】 

 各施設・設備とも満足して使用しているようである。特にリフレッシュルームの満足度が高い。

授業のチャイムの縮減については、不満度が高い。 
 

【図書館】 

 図書館の利用頻度が本科生では低い。本の種類、数についてはおおむね満足している。 
 

【総合情報センター】 

 自由利用時間、ソフトウェア、ハードウェアについは、おおむね満足して使用している。利用

頻度はたまに利用する学生が多い。 

 
—————————— — ————————— — ——————————— — —————————— — —————————— 

 

提言： 

１．自宅学習時間を増やすこと 

 学習時間の少なさが目立つ。学習の時間を確保させ、いかに学力向上につなげていくかが大き

な課題である。学生個人の自主性に任せるだけでは解決困難である。予習・復習をしなければな

らないような環境づくりやグループワーク・ＳＡ・ＴＡなどの体制づくりも必要である。 
 

２．オフィスアワーを推進すること 

 平成２１年度実施の学生アンケート結果と比較して、注目すべきところは学習支援である。前

回は、オフィスアワーを必要とする学生が多かったが、今回はオフィスアワーを必要としない学

生が増加している。学習支援のひとつとしてその周知を徹底することである。 
 

３．資格試験のための授業を増やすこと 

 資格試験のための授業を平成２１年度から強く要望しているがそれが改普されていない。本校

では資格取得を推進している。英語関係だけでなく、各科の専門に応じた資格試験のための授業

や補習を検討すべきである。 

 

 以上 

 

 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準９ 

- 563 - 

資料９－１－②－３続き 

 

教育改善に関する学生用アンケート結果と提言 

 

平成25年1月9日 

評価・改善委員会委員長 佐藤 浩 殿 

 

 

教育改善に関する学生用アンケート：集計結果と提言 

 

FD委員会委員長 飯島 政雄 

  

 全学生を対象に昨年11月に実施した標題のアンケートについて、集計結果を添付の通りまとめました。今

回の結果から、下記のような学習の実態を把握することができます。 

 ここにその課題を提言いたしますので、改善に向けての検討をよろしくお願いします。 

 

記 

 

実施期間：平成２４年１０月１８日（木）〜１１月５日（月） 
 

対象と集計：全学生を対象にクラス毎に実施し、本科と専攻科で結果を集計 
 

設問内容：授業アンケート、授業内容、学習支援、評価、自学自習、施設設備等についての計３３問、５択

式、無記名マークシート方式 

 
—————————— — ————————— — ——————————— — —————————— — —————————— 

 
 

結果に対する評価： 

【授業アンケート】 

 概ね授業アンケートを取っていることに理解を得ていると思われる。 
 

【授業内容、方法】 

 補習や補講を行っている授業は少ないが、工夫している授業もあり、満足して受講している学生が多い。 
 

【学習支援】 

 資絡試験対策を望んでいる学生が多い。オフィスアワーの利用者が少ない。利用しようとしても教員不在

が多いようである。習熟度別授業についての要望も結構ある。 
 

【評価】 

 学生は、評価に関して妥当と判断している。試験の答案、レポートの返却率は８割以上である。「学修の

記録」は必要ないと答えた学生が多い。授業や評価に対する不平、不満、要望は友人・先輩に相談している

割合が高い。 
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資料９－１－②－３続き 

 

【自学自習、自己点検】 

 全体的に一日当たりの学習時間が少ない。専攻科生でも半数以上が１時間以内である。学習の中心は、実

験実習のレポート作成を行っている割合が高い。ただ、専攻科生の場合には資格試験（ＴＯＥＩＣ？）のた

めの受験勉強もかなり行っている。本科生ではわからないことはほとんどが、友人・先輩に相談している。

一方、専攻科生では自分で調べる方が多い。 
 

 

【施設・設備について】 

 各施設・設備とも満足して使用しているようである。特にリフレッシュルームの満足度が高い。授業のチ

ャイムの縮減については、不満度が高い。 
 

【図書館】 

 図書館の利用頻度が本科生では低い。本の種類、数についてはおおむね満足している。 
 

【総合情報センター】 

 自由利用時間、ソフトウェア、ハードウェアについは、おおむね満足して使用している。利用頻度はたま

に利用する学生が多い。 

 
—————————— — ————————— — ——————————— — —————————— — —————————— 

 

提言（改善を望む点）： 

１．自宅学習時間を増やすこと 

 学習時間の少なさが目立つ。学習の時間を確保させ、いかに学力向上につなげていくかが大きな課題であ

る。学生個人の自主性に任せるだけでは解決困難である。予習・復習をしなければならないような環境づく

りやグループワーク・ＳＡ・ＴＡなどの体制づくりも必要である。 
 

２．オフィスアワーを推進すること 

 平成２１年度実施の学生アンケート結果と比較して、注目すべきところは学習支援である。前回は、オフ

ィスアワーを必要とする学生が多かったが、今回はオフィスアワーを必要としない学生が増加している。学

習支援のひとつとしてその周知を徹底することである。 
 

３．資格試験のための授業を増やすこと 

 資格試験のための授業を平成２１年度から強く要望しているがそれが改普されていない。本校では資格取

得を推進している。英語関係だけでなく、各科の専門に応じた資格試験のための授業や補習を検討すべきで

ある。 

 

以上 

 

（出展：FD委員会資料） 
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資料９－１－②－４ 

 

平成 24年度 後期授業アンケート実施要項 

【目的】 

授業アンケートを行うことによって学生の学習状況やシラバスの活用状況，および授業の理解

度等を把握し，その結果を授業改善に活かすことを目的としています． 

【内容】 

（１） 対象科目：後期で終了する委員会より指定した開講科目.  

 

（２） 実施日時：1 月中旬から 2 月上旬までを目安にしてください．（授業時間の最後 10 分～15 分

程度を利用して下さい. 

 

（３） 実施担当：当該授業の担当教員(授業クラスの単位で各教員が行います) 

 

（４） 用紙配布：各学科の FD委員が実施担当者に配布 

G：岡崎，M：矢吹，E：加藤，I：西山，B：飯島 

 

（５） 実施要領：用紙を配布し，アンケート用紙に記載されている記入上の注意を説明してくださ

い． 

マークシート形式と自由記述形式の 2 つに記入させてください. 

【所属分類】では 

 分類 A：学校コード 023 と記入してください. 

  分類 B：学科コード 機械工学科 20，電気電子工学科 30，制御情報工学科 40， 

物質工学科 50，機械電気システム工学専攻 60，物質工学専攻 70と記入してください. 

 分類 C：不要です 

【時間割コード】は，送付した封筒のラベルに記載されております． 

【設問 14】座学以外で授業内容にそぐわない設問については，「教室」→「教室など」と読

みかえてください．  

 【設問 15】と【設問 19】については，それぞれ必要に応じてご活用ください．その際，学生

に提示した設問を教員コメント用紙に記してください． 

 

（６） 用紙返却：アンケート実施担当者が教務係鈴木課長補佐に返却してください．なお, アンケ

ート記入結果をご覧になっての教員コメントも併せて同封してください. 

 

（７） その他：鉛筆が必要な場合は, 教務係にあります. 

 

（出典：FD 委員会資料） 
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資料９－１－②－５ 

 

授業改善アンケート記載例 
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資料９－１－②－５続き 
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資料９－１－②－５続き 

 

授業アンケート結果に対する教員コメント（例） 

 
（出典：FD委員会資料） 
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資料９－１－②－６ 

 

授業改善アンケート結果（抜粋） 
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資料９－１－②－６続き 

 

授業改善アンケート評価（抜粋） 

平成２５年６月１３日 

学 校 長  殿 

関係委員会 各位 

 

平成２４年度 ＦＤ委員会活動報告書  

 

                            

                     平成 24年度ＦＤ委員会 委員長 飯島政雄 

          委員 岡﨑幹郎、矢吹益久 

     加藤健太郎、西山勝彦 

 

 

当該年度に実施した本委員会の活動等について下記の通り報告いたします。 

 

記 

 

３．活動の内容 

（１）授業アンケート 

・昨年度に引き続きＦＤネットワーク“つばさ”で行っている共用のマークシート方式による授業アン

ケートを前後期で行った。専攻科の科目は全て、本科の科目は一教員一科目以上の方針も昨年と変わ

らない。実施科目数は前期 70科目、後期 113 科目であった。 

・昨年度後期のアンケート結果をデータおよびグラフで学内に掲示した。教員には学内メールで結果を

配信した。なお、“教員コメント”は DVD 化して保存してある。 

◎大半の授業の項目の平均も 4点を超えており、学生は本校の授業に対して概ね満足している。 

◎平均点で最も高い学科と最も低い学科の差はあまりなく、各学科ともその評価は良好だった。 

 ◎より実態を反映させたアンケート結果を求めるためは、学生の授業アンケートに対する意識の温度 

  差をなくすことも肝要で、アンケートの意味を周知・理解させる必要がある。 

 

（出展：FD 委員会資料） 
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授業改善アンケートの結果の公表 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料９－１－②－８ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　学科名： 教員名：

自己評価 要改善

0

　　＊自己評価欄には、０～１０点までの任意の点数を記載すること。

　　＊要改善の欄には、次の通り記載のこと。
改善が必要な場合：「ㇾ」を記載　　　　　改善が不要な場合：記載なし

平成２４年度教員教育評価票

自己評価年月日： 平成  25年    月    日

３．授業の教材，準備，進め方等について反省点があるか。

　かなりある=0点　　若干ある=5点　　ほとんどない=10点

４．オフィスアワーやその他の時間に学生の来室があったか。

　全く来室がない=0点　　毎月来室があった=5点　　毎週来室があった=10点

５．試験やレポート等の内容のレベルは妥当だったか。

評価項目と採点基準（下記基準を目安に10点満点で自己評価欄に記入）

１．全体的にシラバス通りの内容で授業を実施したか。

　不十分=0点　　大体十分=5点　　完全に実施=10点

２．自学自習の指導を行ったか。

　不十分=0点　大体十分=5点　完全に実施=10点

  改善計画（要改善の項目について記載）

６．学習・教育目標を十分達成したか。

　不十分=0点　　大体十分=5点　　完全に実施=10点

７．学生自身に達成度を評価させるための方策をとったか。（試験・レポート）

　答案等返却なしの成績表示のみ=0点　　答案等返却なしの正解掲示=4点　

　答案等の添削返却に加えて解説や個別指導も行った=10点

８．目標未達成の学生に対して何らかの指導を行ったか。

　答案等の返却のみ=6点　　　　答案等の添削返却=8点　

　シラバスに即しており十分妥当=10点

　出題範囲・内容・レベルに問題がある=0点　　シラバスに即しておりほぼ妥当=5点

　指導しなかった=0点　　少し指導を行った=5点　　指導を十分行った=10点

合計点（目標　４８点以上／８０点満点）

 
 

（出典：FD 委員会資料） 

 

http://www.tsuruoka-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2012/12/IMG_5290-480x360.jpg
http://www.tsuruoka-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2012/12/IMG_5289-480x360.jpg
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教員教育評価票報告 
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評価・改善委員長  佐藤先生 

教員各位 

 

 

FD 委員長、渡部です。 

日頃より FD 活動にご協力を賜り感謝致します。 

さて、ご協力頂きました教員教育評価アンケートの結果がまとまりましたので 

添付ファイルの通りお知らせ致します。 

 

各項目毎の平均をみると、6.3～8.7 という結果となりました。 

ただ、「オフィスアワーやその他の時間に学生の来室があったか」 

という項目においては、5点以下の評価も目立ち、オフィスアワーの 

積極的な利用が少ないと考えられます。学生に対してオフィスアワーの 

利用を促すよう指導する必要があると思われます。 

一方、「達成度を評価させるための方策をとったか」という項目おいては、 

7 点以上の評価となり、各先生方が大変努力されている結果と判断されます。 

---------------------------------- 

制御情報工学科  渡部 誠二 

Tel ９０６７ 

 

（出典：FD 委員会資料） 
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授業参観研修会資料 

  

 

（出典：学生課資料） 
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授業参観の評価 

 

平成２５年６月１３日 

学 校 長  殿 

関係委員会 各位 

 

平成２４年度 ＦＤ委員会活動報告書  

 

                            

                     平成 24年度ＦＤ委員会 委員長 飯島政雄 

          委員 岡﨑幹郎、矢吹益久 

     加藤健太郎、西山勝彦 

 

 

当該年度に実施した本委員会の活動等について下記の通り報告いたします。 

 

記 

 

（２）授業参観 

・今年度の対象授業を以下の 3分野とし、各学科から授業担当教員 2，3名を指名して行った。 

  「数学-物理-専門科目の関連」：科目間・教員間の連携を図り、授業改善に活かす 

  「授業アンケート高評価教員」：よい授業方法を学び取る 

  「新任教員」：高専の授業のための助言を与える 

・11月中旬から 12月中旬までのほぼ一ヶ月間を実施期間とした。 

・新たに「参観カレンダー」を導入し、授業予定を明示することで周知を図った。 

・原則として一回以上は参観し、教員間の連携を深めるようできる限り他科の授業を参観するよ

う案内した。 

◎参観件数は 58件あり、そのうち 30 件は他学科の授業参観であった。 

◎学科毎の研修には他学科からも数名は参加していた。活発な意見交換が行われ、教員間の連携

を図る授業参観が実施できた。 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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鶴岡工業高等専門学校運営協議会規程（抜粋） 

制定平成１４年２月６日 

最終改正平成１８年４月３日 

（設置） 

第１条鶴岡工業高等専門学校（以下「本校」という。）に鶴岡工業高等専門学校運営協 

議会（以下「協議会」という。）を置く。 

（目的） 

第２条協議会は、次の事項について点検・評価をし、助言、指導を与える。 

一管理運営に関すること 

二教育研究活動に関すること 

三学生生活に関すること 

四地域との連携に関すること 

五その他、正副委員長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条協議会は、次に掲げる者のうちから、校長が委嘱した委員及び校長をもって組織 

する。 

一本校の所在する地域の関係者 

二大学その他の教育研究機関の職員 

三その他高等専門学校に関し広くかつ高い識見を有する者 

 

（出典：鶴岡高専運営協議会規程） 

 

資料９－１－②－13 

平成 24 年度運営協議会報告書 
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（出典：平成 24 年度 運営協議会報告書） 

 




